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総合研究大学院大学 博士課程2年職名所属 助
成
金
額

400,000円
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ｱﾄ゙ﾚス

／

星野麗子氏名 rhoshino."gmail.com

研究課題（申請書に記入した内容を記入すること｡）

人類学的研究における観光モデルの提案一一中国の二つの客家地域を事例に－－

助成金使用実績の概要（日本語で記入すること。図・グラフ等の託鐵は必須ではない｡）

本研究の目的は、漢族サブエスニック・グループ(sUb･ethnicgroup)客家を研究対象に、研究者、地元知識人、

観光業者、現地人等が近年、どのような社会背景の中で客家をテーマとした観光開発に取り組んできたのか、その過

程を具体的に明らかにすることである。本研究の狙いは、報告者がこれまで調査を行ってきた江西省（籟州市興国県

梅害鎮三儒寸）と四川省（成都市龍泉騨区洛帯鎮）の二つの客家地域の観光化の事例を通して、観光立国としていち

早く取り組んできた、中国の「ホスト」社会としての特徴を浮かび上がらせることである。

このような研究目的を竜戎するため、2015年9月以降､研究助成金を使用して以下のような調査研究を実施した。

1)、文献調査の収集・整理（2015年9月～2016年9月：国立民族学博物館、四川大学）

文献調査は、①江西省と四川省の客家に関連する歴史文献資料、②1990年代以降出版された客家研究書、③近年

刊行された論文集や雑誌等を収集して行った。これにより、江西省と四川省の客家に関する歴史記述や両地域の関係

性、近年の客家をテーマとした観光開発に関して、詳細な資料を整理できた。本研究の-部は、報告者が在籍する総

合研究大学院大学の授業の一環である「リサーチ・プロポーザル」において発表し、文章として提出した（2016年1

月14日)。

2)、現地フィールド調査(2016年9月3日～18日：四川省成都市）

四川省の客家地域で現地フィールド調査を行った。「西部客家第一鎮」として近年観光開発が著しい四川省成都市

郊外において、客家文化の内容や観光化の動きに関して、参与観察と聞き取り調査を実施した。また、観光地化され

ていないが、客家と称される周辺地域においても、客家文化や客家語､観光開発の様子やその後の変化に関して聞き

取り調査を行った。観光を積極的に推し進める人々の視点を、社会的文脈から鋤革する手掛かりとなった。

以上の調査研究の遂行のために、使用した助成金の内訳の概要は、次の通りである。

①文献資料の購入・コピー代（英語、日本語、中国謡、②文献収集のための旅費・交通費、③現地調査費（渡航

費、宿泊費、現地交通費、誠L金など)、④調査に必要な機材（カメラ、ICレコーダー等）の購入に使用した。

今後は、これらの研殉戎果を論文などとしてまとめ、発表していく計画である。

助成金を使用した成果に関する発表（インターネットに公表されている場合はURLを記載すること｡）
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